こ は 重衡の 東下りの とき、 鎌 倉で 重衡に 愛された 遊女 

せんじ ゆ た ごし 

千 手の 前の 生れた 手 越の 里 だとい う。 重衡、 斬られて 

後、 千 手 は 尼と なって 善 光寺に 入り、 歿した とき は 二 

十四 歳。 こういう 由緒 を 簡単に、 主人 は 前の 俥から 話 

し 送って 呉れる。 そういえば 山門 を 向き合って 双方、 

さ ゆ-つし よ 

名 灸所 と 札 を かけて いる 寺な ど 何となく 古雅な もの 

き 

に 見られる ような 気がして 来た 私 は、 気 を 利かして 距 

離 を 縮めて ゆるゆる 走って 呉れる 俥の 上から 訊く。 

「むかしの 遊女 はよ く 貞操 的な 恋愛 をし たんです わ 

ね」 

「みんなが、 みんなそう でも あるまい が、 —— その 時 



に対して 何 か 特別の 魂 を 持って るん じ やない かな」 

しょ < しょ ラ 

連歌師の 中には また 職 掌 を 利用して 京都 方面から 

関東への スパイ や 連絡 係 を 勤めた もの もあった という 

から 幾分 その 方の 用事 もあった に は 違いない が、 太 田 

どうかん 

道灌 はじめ 東国の 城主た ち は 熱心な 風雅 擁護 者で、 

従って 東海道の 風物 はかなり 連歌師の 文章で 当時の 状 

況が 遺されて いると 主人 は 語った。 

私 は それよ リも宗 長と いう 連歌師が 東国の 広漠たる 

自然の 中に 下っても なお 廃残の 京都の 文化 を 忘れ 兼ね、 

力み 力た 

やっと この 上方の 自然に 似た 一 一 つの 小 峰 を 見つけ 出し 

かたつむ リ 

て その 蔭に 小さな 蝸牛 のよう な 生活 を 営んだ こと を 



「 ザ J の 東海道と い う も の は 山 や 川 や 海が うまく 配置 さ 

れ、 それに 宿々 がいい 工合な 距離に 在って、 景色から 

い つ て も 旅の 面白味から いつ て も 滅多に無い 道筋 だと 

思う のです が、 しかし それより 自分 は 五十三次が 出来 

た慶長 頃から、 つまり 二百 七十 年ば かりの 間に 幾 百万 

人の 通った 人間が、 旅と いう もので 甞 める 寂しみ や 幾 

ら かの 気散じ や、 そういった ものが 街道の 土に も 松 並 

木に も 宿々 の 家に も 浸み 込んで いるものが ある。 その 

ちろ しび 

味が 自分 たちのよ うな、 情味に 脆い 性質の 人間 を痺ら 

せる のだろう と 思います よ」 

強いて 同感 を 求める ような 語気で もない から、 私 は 



こういう 場所 は 殊に しみじみさせる。 西の方に は 尚 

多い と 言った。 

それに 不思議な こと はこの 東海道に は、 京へ 上る と 

いう 目的意識が 今もって 旅人に 働き、 泊り 重ねて 大津 

へ 着く まで は 緊張して いて 常に うれしい ものである。 

だが、 大津へ 着いた ときには 力が 落ちる。 自分た ちの 

ような 用事 もない ものが 京都へ 上った とて 何に なろう _ 

そこで、 また、 汽車で 品 川へ 戻リ、 そこから 道中 

すごろく 

双六の ように 一足 一足、 上りに 向って 足 を 踏み出す の 

である。 何の 為め に？ 目的 を 持つ 為め に。 これ を 近 

頃の 言葉で は 何とい うので しょうか。 S 景、 なるほど 



その 童^ を 作る 為め に。 

自分が 再々 家 を 空ける ので、 妻 は 愛想 を 尽かした の 

も 無理 はない。 妻 は 子供 を 連れた まま 実家へ 引取った。 

実家 は 熱 田 附近 だが そう 困る 家で もない ので、 心配 は 

さすが 

しないよ うな ものの、 流石に ときどき は 子供に 学費ぐ 

らい は 送って やらなければ ならぬ。 

作 楽 井 は 器用な 男だった ので、 表具 やちょつ とした 

ふすま 

建具 左官の 仕事 は 出来る。 自分で 襖 を 張り替えて そ 

れに書 や 画 も かく。 こんな こと を 生業と して 宿々 に 知 

り 合いが 出来る となお この 街道から 脱 けられ なくなり、 

家 を 離散 さしてから 一 一十 年 近く も 東海道 を 住家と して 



その 名 を 口にして いた その 人が 先頃から この 地へ 来て 

N ホテルに 泊って いる こと を 聴いた ので、 早速 訪ねて 

てんま つ 

来た 顛末 を 簡潔に 述べた。 小 松と いうの は 母方の 実家 

の 姓 だと 言った。 彼 は 次男な ので、 その 方に 子が 無い 

まま 実家の 後を嗣 いだので あった。 

「すると 作 楽 井さん は、 もうお 歿く なりに なりました 

か。 それ は それ は。 だが、 年齢から 言っても だいぶに 

おなり だ つたでしょう からな」 

「は あ、 生きて おれば 七十 を 越えます が、 一 昨年 歿く 

なりました。 七 八 年 前まで 元気で おりまして、 相 変ら 

ず 東海道 を 往来して おり ましたが、 神経痛が 出ました 
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